
第５章 良好な景観形成のための誘導 

64

1.3 事前協議と届出フロー 

景観計画で定める一定規模以上の行為を行う場合は、あらかじめ景観法に基づく届

出が必要です。手続を円滑に進めるため、事前相談及び事前協議の制度を設けます。 

構想・計画段階からの手続きの流れは、次のとおりとします。 
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届出対象行為の場合 届出対象行為 

でない場合 

特別名勝松島 

指定範囲の場合 

特別名勝松島 

指定範囲でない場合 

事前協議 

松島町景観条例及び 
文化財保護法に基づく協議 

届出申請書の提出 

建築確認申請・開発 

許可申請などの提出 

行為の着手 

文化庁文化審議会 

文化財分科会による審査

申請受理 

確認・許可の受理確認・許可の受理

松島町による審査 

必要に応じ景観審議会にて審査 

許可の可決

事前相談 

構想・計画 

適合しない場合は 
勧告・変更命令 

景観案修正 

※1

※2

原則：90 日以上前

原則：30 日以上前 

 文化庁の審査から
可決までは約2ヶ月
かかります 

現状変更等の許可申請書の

提出 

※1：届出にかかわる勧告・変更命令に関することなどについて、必要に応じて景観審議会の意見を聴きます。

※2：建築物及び工作物については、勧告・変更命令を行います。

※3：文化財保護法の届出対象外の場合、本計画等に基づく届出の対象となります。

適合 

努力義務 

START

 GOAL 

事前協議 

松島町景観条例に基づく協議 

原則：60 日以上前

（規模・地区により）

※3

※令和4年2月1日から提出必須行為終了 

終了報告書または行為終了届出書の提出 （行為終了後30日以内に提出）




